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定
刻
14
時
よ
り
、
ま
ず
林
斯

福
（
東
京
）
常
務
委
員
が
開
会

宣
言
を
行
い
、
主
催
者
を
代
表

し
て
符
会
長
が
挨
拶
に
立
ち

「
今
年
で
会
長
を
４
年
務
め
ま

し
た
、
こ
れ
も
常
務
委
員
と
会

員
皆
さ
ま
の
協
力
の
お
蔭
で
、

会
務
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
本

日
は
各
僑
会
の
地
元
に
つ
い
て

の
活
発
な
ご
意
見
・
ご
報
告
を

受
け
、
実
り
あ
る
大
会
を
切
望

致
し
ま
す
」
と
述
べ
た
。

　
来
賓
紹
介
後
、
議
長
団
選
出

と
し
て
、
東
京
華
僑
総
会
・
廖

雅
彦
会
長
と
横
浜
華
僑
総
会
・

謝
成
發
会
長
が
指
名
を
受
け
、

そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
し
た
。

　
次
に
、
基
調
講
演
を
祖
国
大

使
館
劉
参
事
官
兼
総
領
事
が

「
現
下
中
日
関
係
と
在
日
華
僑
・

華
人
と
の
関
わ
り
合
い
」
に
つ

い
て
行
い
、
続
い
て
統
促
会
陳

慶
民
会
長
が
両
岸
問
題
に
つ
い

て
講
話
し
た
。

　
報
告
事
項
と
し
て
、
陳
学
全

（
東
京
）
副
会
長
兼
事
務
局
長

が
会
務
報
告
を
行
い
、
各
地
僑

会
の
状
況
な
ど
一
年
間
の
活
動

報
告
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
各
地

の
僑
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
と

活
動
状
況
を
報
告
、
次
に
横
浜
・

神
戸
両
校
の
校
長
が
現
状
を
報

告
、
そ
し
て
華
僑
青
年
交
流
委

員
会
の
聶
先
東
（
横
浜
）
委
員

長
か
ら
は
、
今
年
10
月
に
開
催

す
る
青
年
交
流
会
の
説
明
が
あ

り
、
参
加
を
呼
び
掛
け
た
。

　
休
憩
を
は
さ
み
、
温
耀
権
（
横

浜
）
聯
合
総
会
常
務
委
員
が
会

計
報
告
を
、
ま
た
楊
忠
銀（
鹿
児

島
）
聯
合
総
会
監
査
委
員
が
監

査
報
告
と
補
足
説
明
を
行
い
、

予
算
案
と
と
も
に
承
認
さ
れ
た
。

　
続
い
て
、
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
改
選
を
行
う
た
め
、
常
務

委
員
は
別
室
へ
移
動
し
討
議
し

た
結
果
、
横
浜
華
僑
総
会
任
政

光
名
誉
会
長
が
推
挙
さ
れ
、
そ

の
後
、
出
席
し
て
い
る
会
員
に

諮
っ
た
と
こ
ろ
、
全
会
一
致
で

承
認
が
な
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
各
地
僑
会
か
ら
の
問

題
提
起
や
、
大
使
館
・
領
事
館

に
対
し
て
の
質
問
や
要
望
が
話

1日目会員大会討議の様子

　
黄
帝
陵
に
て
礼
拝
を
す
る
代
表

　
華
夏
行  

開
幕
式

し
合
わ
れ
、
１
日
目
の
議
事
が

終
了
し
た
。

　
そ
の
後
、
全
員
で
記
念
撮
影

を
行
い
、一
行
は
懇
親
会
が
開
か

れ
る
中
華
街「
菜
香
新
館
」へ
場

所
を
移
し
、
冒
頭
劉
参
事
官
兼

総
領
事
が
１
日
目
の
大
会
成
功

と
各
地
僑
会
と
聯
合
総
会
の
発

展
を
祈
念
し
、
乾
杯
の
発
声
が

行
わ
れ
、
歓
談
が
は
じ
ま
っ
た
。

　
宴
席
で
は
各
地
僑
会
代
表
者

ら
が
、
意
見
交
換
な
ど
を
行
う

な
か
、
大
阪
華
僑
総
会
劉
中
耀

副
会
長
が
、
福
建
同
郷
懇
親
会

に
つ
い
て
述
べ
、「
今
年
の
懇
親

会
は
10
月
に
こ
の
地
横
浜
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
そ
の
代
表

者
会
議
で
賛
同
頂
き
ま
し
た
ら
、

来
年
は
大
阪
福
建
同
郷
会
が
行

う
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
の
で

是
非
福
建
同
胞
は
ご
参
加
く
だ

さ
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

　
二
日
目
は
ま
ず
、
選
出
さ
れ

た
任
政
光
新
会
長
の
就
任
挨
拶

が
あ
り
、
そ
の
中
で
こ
こ
数
年

多
数
の
僑
会
が
取
り
上
げ
て
い

る
後
継
者
問
題
、
会
員
減
少
問

題
に
つ
い
て
新
華
僑
と
の
融
合

を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
例
と

し
て
、
岡
山
・
三
重
・
新
潟
各

僑
会
の
成
果
を
挙
げ
、
我
々
も

　
日
本
華
僑
華
人
聯
合
総
会

（
符
易
亨
会
長
）
は
、
６
月
15
日

～
16
日
の
二
日
間
、
横
浜
山
手

中
華
学
校
に
お
い
て
第
15
届
会

員
代
表
大
会
を
開
催
し
た
。

　
当
日
は
全
国
各
地
20
の
僑

会
、
２
僑
校
と
１
委
員
会
の
代

表
者
、
来
賓
と
し
て
祖
国
大
使

館
よ
り
、
劉
亜
明
参
事
官
兼
総

領
事
、
王
樹
凡
領
事
、
傅
剛
領

事
・
駐
新
潟
総
領
事
館
よ
り
紅

燁
領
事
・
駐
福
岡
総
領
事
館
よ

り
紀
竑
領
事
・
全
日
本
華
僑
華

人
中
国
平
和
統
一
促
進
会
よ
り

陳
慶
民
会
長
が
参
加
、
ま
た
愛

媛
華
僑
華
人
総
会
が
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
し
て
参
加
し
、
総
勢
約

55
名
が
出
席
し
た
。

参加者全員で集合写真

恐
れ
ず
新
華
僑
と
の
関
わ
り
を

進
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
述
べ
、
ま
た
今
後
の
聯
合

総
会
の
在
り
方
と
、
ど
の
様
に

強
化
し
て
い
け
ば
良
い
の
か
を
、

皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

進
め
た
い
と
語
っ
た
。

　
昨
日
に
続
き
、
各
僑
会
に
あ

る
問
題
点
や
意
見
に
つ
い
て
討

議
さ
れ
、
内
容
と
し
て
新
入
管

法
施
行
後
の
事
案
に
つ
い
て
や
、

遺
産
相
続
問
題
、
大
使
館
・
領

事
館
へ
の
手
続
に
つ
い
て
の
質

問
な
ど
積
極
的
な
意
見
が
多
数

述
べ
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
常
任
委

員
会
議
に
お
い
て
討
議
さ
れ

た
、
聯
合
総
会
の
組
織
形
態
に

つ
い
て
、
陳
副
会
長
兼
事
務
局

長
が
説
明
を
行
い
、
意
見
を
求

め
る
と
、
各
僑
会
会
員
代
表
か

ら
様
々
な
意
見
が
活
発
に
討
論

さ
れ
、
今
後
の
組
織
形
態
に
つ

い
て
は
、
新
会
長
を
含
め
た
常

務
委
員
会
で
引
き
続
き
協
議
し

て
い
く
事
が
確
認
さ
れ
た
。

　
閉
会
の
辞
に
は
、
廖
聯
合
総

会
副
会
長
が
、
二
日
間
の
日
程

の
中
で
多
数
の
意
見
を
頂
き
、

今
後
は
新
会
長
を
は
じ
め
、
常

務
委
員
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
、

そ
し
て
、
開
催
地
で
あ
る
横
浜

山
手
中
華
学
校
と
横
浜
華
僑
総

会
に
対
し
お
礼
を
述
べ
た
。

　
最
後
は
、
４
年
間
会
長
を
務

め
ら
れ
た
、
符
会
長
と
陳
事
務

局
長
に
拍
手
が
送
ら
れ
、
二
日

間
の
会
員
大
会
は
閉
会
し
た
。

　
28
日
午
後
及
び
29
日
午
前
は

専
門
家
な
ど
を
招
き
、
文
化
、

外
交
、
経
済
等
の
テ
ー
マ
で
特

別
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　
28
日
午
後
は
〝
震
撼
す
る
中

国
─
文
明
国
家
の
勃
興
〟、〝
中

国
文
化
─
伝
統
の
精
髄
と
現
代

価
値
〟、
29
日
午
前
は
〝
中
国
外

交
─
政
策
と
実
践
〟、〝
中
国
経

済
─
形
勢
と
予
測
〟
の
講
演
が

行
わ
れ
、
ま
た
、
講
演
で
は
質

疑
応
答
の
時
間
も
設
け
ら
れ
、

多
く
の
青
年
が
質
問
す
る
姿
が

見
ら
れ
た
。

　
29
日
午
後
か
ら
は
鳳
凰
衛
視

の
協
賛
で〝
華
裔
傑
出
青
年
フ
ォ

ー
ラ
ム
〟
が
行
わ
れ
、
五
大
州

よ
り
選
ば
れ
た
華
裔
青
年
達
が

〝
華
裔
青
年
の
未
来
と
中
国
〟、

〝
華
裔
青
年
の
責
任
と
世
界
〟の

２
つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
意
見

を
述
べ
、
各
青
年
が
自
国
に
お

け
る
周
囲
の
環
境
、
役
割
を
話

し
、
司
会
者
や
客
席
の
青
年
の

質
問
に
答
え
た
。

　
ま
た
、
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は

２
回
に
わ
た
り
鳳
凰
衛
視
に
て

放
映
さ
れ
た
。

　
30
日
か
ら
は
北
京
、
浙
江
、

山
東
、
河
南
、
陝
西
の
５
つ
の

ル
ー
ト
に
分
か
れ
、
４
日
間
に

わ
た
り
、
各
地
の
視
察
や
要
人

と
接
見
、
交
流
を
行
っ
た
。

挨拶を行う任政光新会長

　
去
る
５
月
28
日（
月
）よ
り
、

北
京
に
て
第
九
届
世
界
華
裔
傑

出
青
年
華
夏
行
が
開
催
さ
れ
、

74
の
国
・
地
域
よ
り
５
０
０
余

名
が
集
ま
っ
た
。
日
本
か
ら
は

京
都
華
僑
総
会
事
務
局
長
蔡
明

芳
、
神
戸
華
僑
総
会
石
鋒
、
神

戸
東
町
法
律
事
務
所
麦
志
明
を

含
む
16
名
が
参
加
し
た
。

　
28
日
午
前
、
人
民
大
会
堂
に

て
国
務
院
国
務
委
員
楊
潔
篪
、

全
国
政
協
副
主
席
李
海
峰
、
国

務
院
僑
務
�
公
室
主
任
裘
援
平

ら
計
14
名
が
出
席
し
、
開
幕
式

が
行
わ
れ
た
。

　
楊
潔
篪
氏
は
挨
拶
の
中
で
華

裔
は
中
国
の
誇
り
で
あ
り
、
民

族
復
興
、〝
中
国
夢
〟
の
実
現
に

は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
述
べ

る
と
共
に
、３
つ
の
希
望
を
出
し

た
。
１
、
中
国
を
理
解
し
、
橋
渡

し
を
行
う
。
２
、
チ
ャ
ン
ス
を
共

有
、協
力
を
強
化
し
、事
業
発
展

に
努
め
る
。
３
、華
僑
社
会
に
関

心
を
持
ち
、
未
来
を
率
い
る
。

　
ま
た
、
裘
援
平
副
主
任
は

〝
民
族
の
根
〟、〝
文
化
の
魂
〟、

〝
復
興
の
夢
〟
が
我
々
を
強
く
結

び
つ
け
、
世
界
の
各
所
で
多
く

人
材
が
輩
出
さ
れ
、
多
く
の
華

裔
青
年
が
活
躍
し
、
世
界
各
国

と
の
友
好
、
交
流
の
架
け
橋
と

な
っ
て
い
る
と
述
べ
た
。

日本華僑華人聯合総会

大使館と各地領事館･全国加盟僑団より５５名の代表者が参加

第１５届会員代表大会開催 第１５届会員代表大会開催

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

新
会
長
に
任
政
光
氏（
横
浜
華
僑
総
会
）を
選
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名  

誉  

会  

長

�
各
地
僑
会
の
後
継
者
問
題
と
課
題･

組
織
形
態
な
ど
を
討
議
　

6月15･16日
横浜山手中華学校

第
九
届
世
界
華
裔
傑
出
青
年

　
　

華
夏
行
が
開
催
さ
れ
る
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第
十
三
回
華
僑
時
事
懇
話
会

を
開
催
　
　
　
─
─
6
月
14
日

 

神
戸
華
僑
総
会
に
て
　

義
や
新
し
い
時
代
に
お
け
る
華

僑
総
会
の
在
り
方
、
さ
ら
に
は

新
華
僑
と
の
連
携
を
ど
う
増
や

し
て
ゆ
き
会
員
拡
大
に
つ
な
げ

て
い
く
か
等
の
内
容
が
討
議
さ

れ
た
。

　
次
回
は
７
月
18
日（
木
）午
後

６
時
よ
り
開
催
さ
れ
る
。

　
去
る
６
月
14
日
、
神
戸
華
僑

総
会
に
て
第
十
三
回
華
僑
時
事

懇
話
会
が
行
わ
れ
、
前
回
の
内

容
を
踏
ま
え
て
在
日
華
僑
団
体

の
今
後
の
行
く
末
や
発
展
の
可

能
性
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ

れ
た
。

　
旧
来
の
華
僑
総
会
の
存
在
意

額
１
，０
３
９
，１
０
０
円
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
神
戸
華
僑
総
会
と
神
戸
中
華

同
文
学
校
の
呼
び
か
け
に
対
し

ま
し
て
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
皆

様
に
は
、
こ
こ
に
紙
面
を
借
り

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
写
真
は
于
淑
媛
副
総
領
事

（
前
列
中
央
）
に
義
援
金
を
届
け

た
神
戸
中
華
同
文
学
校
林
同
福

理
事
長
、
楊
震
雄
校
長
、
同
校

学
生
会
代
表
と
神
戸
華
僑
総
会

陳
明
德
、
金
啓
功
両
副
会
長
。

神戸華僑業余文化生活展
開催の御案内

　神戸華僑総会では今秋第16回神戸
華僑業余文化生活展を下記の要領で開
催いたします。
　また、同展への作品出品も合わせて
募集致しておりますので、宜しくお願
い申し上げます。

記
日時：2013年11月20日～23日（予定）
場所：（社）中華会舘  7階東亜ホール
＊出品募集作品
　生花、盆栽、刺繍、造花、書道、篆刻、
絵画、写真、彫刻、陶芸など多彩な出品
作品の募集を致しますので、皆さんから
の出品申込をお待ちしております。

主催：神 戸 華 僑 総 会
　TEL 078－331－4232  FAX 078－334－2475

　
６
月
18
日
、
神
戸
華
僑
総
会

と
神
戸
中
華
同
文
学
校
は
今
年

４
月
20
日
午
前
８
時
（
現
地
時

間
）
四
川
省
雅
安
県
蘆
山
市
で

発
生
し
た
地
震
に
対
し
、
こ
れ

ま
で
僑
胞
の
皆
様
に
広
く
救
援

募
金
の
協
力
を
お
願
い
し
て
参

り
ま
し
た
。

　
募
金
活
動
を
始
め
て
、
こ
れ

ま
で
皆
様
よ
り
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
義
援
金
を
四
川
省
の
被
災
地

に
届
け
て
頂
く
よ
う
お
願
い
し
、

中
華
人
民
共
和
国
駐
大
阪
総
領

事
館
に
お
届
け
し
ま
し
た
。
総

　　　　　

神戸華僑幼稚園　　　　　　　
新 入 園 児 募 集

１．募集人員
　　３年保育（３歳児）…… ５０名
　　２年保育（４歳児）…… １０名
　　１年保育（５歳児）…… １０名
２．新入園児年齢
　三年保育…2010年4月2日～2011年4月1日生
　二年保育…2009年4月2日～2010年4月1日生
　一年保育…2008年4月2日～2009年4月1日生
３．願書配布　9月10日（火）～
４．入園説明会　9月10日（火）（時間未定）
５．見学日　9月10日（火）･11日（水）･12日（木）
　　　　　　（10：00～12：00）
　卒園生で入園適齢のお子様をお持ちの方
は７月中に、幼稚園までご連絡下さい。その
上で入園枠を優先させて頂きます。

　学校法人神 戸 華 僑 幼 稚 園
　　　　　   TEL（078）341－8315

2013年度普度勝会─孟蘭盆法要
開催のお知らせ

　今年も恒例となっております普度
勝会＝孟蘭盆法要＝を
　来る８月22日（木）　　前夜祭
　　　　　23日（金）　 

　　　　　24日（土）　



本祭典
　　　　　25日（日）　



に行います。
　冥宅及び祖先の供養廟に関するご相談、受
付等は、月曜日～木曜日の午前9時～12時と
午後2時～6時迄の時間帯にご来館下さい。
＊注意　上記の時間帯以外では対応できませんので
　ご了承下さい。ご用命はお早めにお願い致します。

＊お問い合わせ先　（社）神戸福建同郷会
� 総経理　李 雲 精 　　  　
� 王 良 清 迄　  　
� TEL  341-8044・341-0171

　
本
年
で
５
回
目
と
な
る
「
中

秋
明
月
祭
　
大
阪
２
０
１
３
」

（
于
学
偉
実
行
委
員
長
）
が
９

月
14
日（
土
）・
15
日（
日
）両
日

に
大
阪
市
中
央
区
〝
史
跡
難
波

宮
跡
〟（
使
用
許
可
申
請
中
）
で

開
催
し
ま
す
。

　
今
年
は
メ
イ
ン
テ
ー
マ
を『
関

西
か
ら
友
好
』
と
し
、
民
間
レ

ベ
ル
で
の
友
好
交
流
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
開
催
期
間
中
は
舞
台
上
で
は

中
日
両
国
の
伝
統
芸
能
や
民
族

音
楽
演
奏
、
中
国
国
内
よ
り
芸

術
団
を
招
聘
し
て
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
、
ま
た
数
多
く
の
飲
食

や
物
販
、
情
報
ブ
ー
ス
を
設
置

し
、
来
場
者
の
方
々
に
お
楽
し

み
い
た
だ
き
ま
す
。

　
是
非
ご
家
族
・
ご
友
人
を
お

誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
多
く
の

方
々
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　
尚
、
協
賛
広
告
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
。
広
告
は
当
日
配
布

の
「
プ
ロ
グ
ラ
ム･

協
賛
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」
に
掲
載
し
、
来
場
者
に

お
渡
し
い
た
し
ま
す
。
＊
協
賛

広
告
に
関
し
ま
し
て
は
運
営
事
務

局
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
06

�

６
４
４
８

�

０
５

４
１
）ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

第16回華僑華人青年交流会 in 東京 
　今年も華僑・華人青年交流会の季節がやってきました！！  第16回目の開
催場所は東京で行ないます。普通に生活しているだけでは知り合えない全
国各地の青年たちと、同じ華僑という共通項で出会い、お互いを理解しあ
い、昔からの友人のような深い関係を築ける場が、青年交流会なのです。
秋の思い出の１ページとして是非ご参加ください！！

〈日　　時〉　2013年10月26日（土）～27日（日）
〈宿　　泊〉　ビジネスホテル・バン
〈募　　集〉　定員になり次第締め切らせて頂きます。
〈参加代金〉　￥8，000．‒

※参加代金には当会指定の集合場所から解散場所までの交通費と宿泊代金・食事（1日
目夕食を除く、朝：1／昼：2）、東京ディズニーランド◦東京スカイツリーの入場料
が含まれます。

　また国内旅行保険をご希望の方は各自でご加入ください。
※実費との差額分は華僑青年交流委員会が補助しています。

〈参加条件〉　18歳以上35歳以下で本会の趣旨に賛同して頂ける華僑・華人青年
※詳細はお問い合わせ下さい。

《スケジュール》＊変更になる場合もございます。

　   10月26日　12：00～13：00　東京華僑総会集合・維新號にて開会式
　   　　　　　　15：00～22：00　東京ディズニーランド　　　夕食（自  弁）
　   10月27日　08：00～12：00　東京スカイツリー
　   　　　　　　12：30～　　　　　食事　（さよなら宴会）
　   　　　　　　14：00　　　　　　解散

〈問合せ先・申し込み先〉
　大阪華僑総会　担当者：王

オウ

 遵
ジュン

 輝
ギ

　　TEL：06－6448－0541　　FAX：06－6448－0545
　　E-MAIL：wang.zunhui@hq-o.com
※所定の申込み用紙にご記入頂き、FAX または E-mail で上記各華僑総会へお申し込みください。
　申し込み書は各地総会にございます。

〈締め切り〉　9月27日（金）12時までの FAX または E-mail
　　　　　　　　※時間厳守ください。
　　　　　　　　※電話での申し込みはできません。

主催：華僑青年交流委員会
実行：第16回華僑・華人青年交流会実行委員会

  

中
秋
明
月
祭  

大
阪
２
０
１
３

　
　

９
月
14
日
・
15
日
開
催�

〝
史
跡
難
波
宮
跡
〟に
て〈
予
定
〉　

第14回中国音楽コンクール入賞者
演奏会開催のお知らせ

日　時： 2013年 7月 13 日（土）
会　場：中華会舘  東亜ホール
開　演：午後 1 時30分
主　　　催：特定非営利活動法人 国際音楽協会
お問い合せ：特定非営利活動法人 国際音楽協会
　　　　　　TEL 078－392－2711

神
戸
華
僑
総
会
と
神
戸
中
華
同
文
学
校
が

　

四
川
省
地
震
の
義
援
金
を

　
　

大
阪
中
国
総
領
事
館
に
届
け
る

日中平和友好条約締結35周年記念

日中ふれあいコンサート
日時：2013年 9 月 7 日（土）
　　　17：40 開場　18：20 開演（自由席）
場所：神戸朝日ホール
　　　TEL  078‒331‒6362
入場料：当日券  2000円　前売券  1500円
主催：NPO法人 田漢文化交流会
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関 西 華 僑 報

会
舘
理
事
長
に
就
任
し
た
蔡
勝

昌
氏
が
行
い
、
歓
談
の
後
、
趙

大
為
領
事
よ
り
お
礼
の
挨
拶
が

あ
り
、
在
日
中
の
神
戸
華
僑
総

会
の
協
力
に
感
謝
の
意
を
述
べ

た
。

　
続
い
て
、
神
戸
中
華
同
文
学

2013年6月25日⑶　第493号（第三種郵便物認可）

の
趙
大
為
領
事
の
送
別
会
を
神

仙
閣
に
て
開
催
し
た
。

　
６
月
20
日（
木
）任
期
満
了
に

伴
い
、
大
阪
を
離
任
す
る
こ
と

と
な
っ
た
趙
大
為
領
事
の
送
別

会
に
は
、
在
神
華
僑
団
体
の
代

表
、
神
戸
華
僑
総
会
の
理
事
・

監
事
23
名
が
集
ま
っ
た
。

　
は
じ
め
に
主
催
者
を
代
表
し

て
陳
明
德
神
戸
華
僑
総
会
副
会

長
が
挨
拶
を
述
べ
、
趙
大
為
領

事
の
こ
れ
ま
で
の
労
を
ね
ぎ

ら
っ
た
。
乾
杯
の
音
頭
を
中
華

　
５
月
31
日（
金
）神
戸
華
僑
総

会
は
、
中
国
駐
大
阪
総
領
事
館

出国審査場
HERMES

TEL:072-456-6531

・食の安全へのこだわりと確かな品質
・海外でも高い評価

中国保健食品

の登録を取得
免疫力増強

関西国際空港国際線ゲートエリア中央 3F
Duty Free Shop A.S.Dにて販売中 !!

北南

校
、
神
戸
華
僑
幼
稚
園
よ
り
記

念
品
と
花
束
が
贈
呈
さ
れ
、
最

後
に
参
加
者
全
員
と
記
念
撮
影

を
し
て
趙
大
為
領
事
の
新
天
地

で
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
願
い

遅
く
ま
で
賑
わ
っ
た
。

　
　
　
　
　
◇

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
大
阪
府
日
本
中
国
友

好
協
会
（
谷
井
昭
雄
会
長
）
は

５
月
25
日（
土
）午
後
３
時
30
分

よ
り
大
阪
市
中
央
区
の
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
に
て
、
前
中

華
人
民
共
和
国
駐
箚
特
命
全
権

大
使
で
あ
る
丹
羽
宇
一
郎
氏
に

よ
る
「
日
中
関
係
と
日
本
の
行

方
」
と
題
し
た
講
演
会
が
行
わ

れ
、
大
阪
府
・
大
阪
市
代
表
や

在
阪
政
財
界
代
表
、
友
好
人
士

ら
１
０
０
名
余
り
が
出
席
し
、

大
阪
華
僑
総
会
か
ら
も
曽
昇
龍

会
長
は
じ
め
、
副
会
長
、
理
監

事
が
出
席
し
た
。

　
講
演
会
で
は
丹
羽
氏
が
伊
藤

忠
商
事
役
員
と
し
て
ビ
ジ
ネ
ス

の
最
前
線
や
、
中
国
大
使
と
し

て
外
交
の
最
前
線
で
の
経
験
を

基
に
中
日
両
国
関
係
の
展
望
、

両
国
の
人
口
推
移
に
よ
る
今
後

の
発
展
や
日
本
の
未
来
な
ど
に

つ
い
て
時
に
は
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
、
講
演
さ
れ
た
。

　
講
演
会
終
了
後
に
は
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
は
じ
め
に

主
催
者
を
代
表
し
林
昭
嘉
副
会

長
が
挨
拶
を
述
べ
た
。
引
き
続

き
、
中
華
人
民
共
和
国
駐
大
阪

総
領
事
館
の
孔
多
孜
・
玉
素
甫

副
総
領
事
が
祝
辞
を
述
べ
、
ご

　
６
月
９
日（
日
）神
戸
・
天
津

友
好
都
市
提
携
40
周
年
記
念
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
際
音
楽
協
会
15

周
年
を
記
念
し
て
、
演
奏
会
形

式
で
歌
劇
「
夕
鶴
」
の
公
演
を

神
戸
市
東
灘
区
民
セ
ン
タ
ー「
う

は
ら
ホ
ー
ル
」
に
お
い
て
午
後

２
時
よ
り
開
催
し
た
。

　
当
日
、
開
演
時
間
に
な
る
と

収
容
人
数
６
５
０
名
の
ホ
ー
ル

が
大
勢
の
僑
胞
達
、
日
本
の
友

人
達
で
満
席
と
な
っ
た
。
歌
劇

は
、「
つ
う
」
役
を
坂
本
環
さ
ん
、

「
与
ひ
ょ
う
」
役
を
西
垣
俊
朗

さ
ん
、「
運
ず
」
役
を
高
橋
純
さ

ん
、「
惣
ど
」
役
を
劉
偉
さ
ん
、

「
子
供
た
ち
」
役
を
須
磨
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
少
年
少
女
合
唱
団
の
皆

さ
ん
が
演
じ
、
ピ
ア
ノ
を
多
田

秀
子
さ
ん
が
演
奏
し
た
。

　
日
中
共
演
の
こ
の
歌
劇
は
両

国
の
観
客
に
支
え
ら
れ
、
草
の

根
友
好
の
証
と
し
て
大
成
功
を

お
さ
め
た
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
際
音
楽
協
会

で
は
来
る
８
月
６
日（
火
）、
天

津
で
の
中
国
公
演
を
予
定
し
て

い
る
。

　
写
真
は
う
は
ら
ホ
ー
ル
で
の

歌
劇
の
一
場
面
の
様
子

講
演
会
時
の
様
子
　

レセプション会場

寄贈された一輪車

ひかりケアセンター
介護のことならおまかせ下さい！

〇訪問介護・ケアプラン作成

〇同文学校卒業の中国人ヘルパー多数在籍しています

〇介護に興味のある方、指導いたします

　　　　 ◇介護タクシー（近運自1054号）
　　　　 ◇介護保険事業所番号 2870100944
　お気軽にご相談・連絡下さい　078－412－0382

代表　顧　存陽（25届）・黄　建功

帰化申請 ･在留資格申請 ･相続手続

江川行政書士事務所

江 川　　星
神戸市中央区下山手通 2－13－10
聯合ビル 4Ｆ（神戸中華会舘北隣）
TEL　078 － 241 － 0887

　
国
際
冤
家
倶
楽
部
（
本
部
：

奈
良
県
生
駒
市
）
は
神
戸
中
華

同
文
学
校
に
一
輪
車
を
寄
贈

し
、
６
月
３
日
贈
呈
式
が
行
わ

れ
た
。

　
今
回
贈
呈
し
た
一
輪
車
は
、

こ
れ
ま
で
学
校
に
あ
っ
た
一
輪

車
と
違
い
〝
ノ
ー
パ
ン
ク
タ
イ

プ
〟
で
、
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
教

師
も
パ
ン
ク
修
理
や
故
障
な
ど

で
時
間
が
と
ら
れ
な
く
な
る
た

め
非
常
に
喜
ば
れ
た
。

　
贈
呈
式
で
は
楊
震
雄
校
長
よ

り
生
徒
た
ち
に
「
大
切
に
使
え

ば
、
10
年
間
は
み
ん
な
で
使
え

る
ん
だ
よ
」
と
伝
え
、
小
学
部

の
生
徒
会
長
と
一
年
生
の
生
徒

た
ち
が
出
席
し
、
大
喜
び
の
様

子
だ
っ
た
。

　　　　　

　　　　　

挨
拶
を
述
べ
る
趙
大
為
領
事

華僑ではじめての弦楽器専門店

弦楽器とレコードプリムローズ
バイオリン･ビオラ･チェロ･各種弓･レコード･��

（二胡の取り扱いをはじめました）
＊ご来店の際は、電話にてご予約下さい

神戸市中央区山本通3丁目16－20
TEL&FAX 078-221-6497　090-1445-6380（李）
E-mail :primrose_ming_14@castle.ocn.ne.jp
http://music.geocities.jp/wprimrose14/

自
身
が
６
月
中
旬
に
東
京
大
使

館
へ
転
勤
さ
れ
る
旨
報
告
さ
れ
、

今
回
と
も
に
出
席
し
た
３
月
26

日
に
大
阪
総
領
事
館
へ
着
任
し

た
張
梅
政
治
文
化
担
当
領
事
を

紹
介
し
た
。
張
梅
領
事
は
流
暢

な
日
本
語
で
挨
拶
を
行
い
、
出

席
者
よ
り
拍
手
で
迎
え
ら
れ
た
。

　
さ
ら
に
大
阪
府
松
井
一
郎
知

事
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
上
海
人
民

対
外
友
好
協
会
汪
小
�
常
務
副

会
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
紹
介
が

行
わ
れ
た
。

　
来
賓
紹
介
の
後
、
大
阪
華
僑

総
会
曽
昇
龍
会
長
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
大

阪
府
日
中
友
好
協
会
へ
の
日
頃

の
感
謝
の
意
を
述
べ
、
乾
杯
の

発
声
を
行
っ
た
。

　
和
や
か
に
歓
談
が
行
わ
れ
、

途
中
に
は
衆
議
院
議
員
で
あ
り

高
槻
市
日
本
中
国
友
好
協
会
所

属
の
辻
元
清
美
さ
ん
の
挨
拶
、

祝
電
披
露
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　
最
後
に
、
小
田
眞
弘
理
事
長

の
挨
拶
に
よ
り
閉
会
し
た
。

国
際
冤
家
倶
楽
部

神
戸
中
華
同
文
学
校
へ 

一
輪
車
寄
贈

Ｎ
Ｐ
Ｏ
大
阪
府
日
本
中
国
友
好
協
会

記
念
講
演
会･

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
催

中
国
駐
大
阪
総
領
事
館

趙
大
為
領
事
の
送
別
会
を
開
催

　
　
─
神
戸 

神
仙
閣
に
て　
　

神
戸
華
僑
総
会

神
戸
・
天
津
友
好
都
市
提
携
40
周
年

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

国
際
音
楽
協
会
15
周
年

　

記 

念 

演 

奏 

会
　〈
歌
劇 

夕
鶴
〉

同郷会対抗 ソフトボール大会　

開催のご案内

日時：2013年8月4日（日）
開始：午前9：00～（雨天中止）

場所：神戸中華同文学校グラウンド

主催：神戸華僑総会総務部TEL 078-331-4232

　
大
阪
華
僑
総
会
（
曽
昇
龍
会

長
）
は
６
月
12
日
午
後
６
時
よ

り
中
央
区
錦
城
閣
に
お
い
て
、

６
月
20
日
に
離
任
し
、
７
月
中

旬
に
駐
釜
山
総
領
事
館
副
総
領

事
に
着
任
す
る
中
華
人
民
共
和

国
駐
大
阪
総
領
事
館
の
趙
大
為

領
事
送
別
会
を
開
催
し
、
理
監

事
ら
20
名
が
出
席
し
た
。

　
初
め
に
、
曽
会
長
が
こ
れ
ま

で
２
度
に
わ
た
り
大
阪
総
領
事

館
で
公
務
を
さ
れ
た
趙
領
事
に

対
し
、
任
期
中
の
様
々
な
出
来

事
に
対
す
る
慰
労
と
感
謝
の
意

を
表
し
た
。

　
続
い
て
、趙
領
事
が
約
８
年
に

わ
た
る
大
阪
で
の
勤
務
時
の
思

い
出
、
特
に
「
東
日
本
大
震
災
」

発
生
時
に
多
く
の
同
胞
が
避
難

し
て
い
る
新
潟
で
の
支
援
活
動
、

そ
し
て
「
中
秋
明
月
祭
」
に
つ
い

て
述
べ
ら
れ
、
大
阪
華
僑
総
会

に
対
し
、
様
々
な
活
動
に
際
す

る
協
力
に
感
謝
の
意
を
述
べ
た
。

　
于
学
偉
副
会
長
の
乾
杯
の
発

声
で
、
歓
談
が
始
ま
り
、
理
監

事
ら
は
趙
領
事
と
い
ろ
い
ろ
な

思
い
出
話
に
花
が
咲
き
、
こ
れ

か
ら
益
々
の
活
躍
を
祈
念
し
た
。

最
後
に
、
再
会
を
約
束
し
閉
会

と
な
っ
た
。

大
阪
華
僑
総
会
が

　

趙
大
為
領
事
送
別
会
を
開
催

挨拶を述べる趙領事



2013年6月25日 関 西 華 僑 報

　
６
月
10
日
、
京
都
華
僑
総
会

楊
正
武
会
長
、
任
書
楷
・
張
敬

博
・
蔡
明
芳
三
副
会
長
は
、
大

阪
総
領
事
館
を
訪
れ
、
劉
毅
仁

総
領
事
を
表
敬
訪
問
し
た
。

　
こ
の
日
は
５
月
に
行
わ
れ
た

会
員
大
会
以
後
就
任
し
た
新
正

副
会
長
が
挨
拶
に
訪
れ
、
多
忙

　
真
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５
月
30
日
17
時
よ
り
、
京
都

華
僑
墓
地
委
員
会
（
楊
和
雄
委

員
長
）
は
、
四
条
大
橋
に
あ
る

東
華
菜
館
に
お
い
て
、
第
２
回

委
員
会
を
開
催
し
た
。

麻
酔
科
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク･

泌
尿
器
科

皮
膚
科
・
美
容
皮
膚
科

任　
　

医　
　

院

　

名
誉
院
長　

任

 

道

 

杉

　
　

院　

長　

任

 

書

 

楷

　
　

副
院
長　

任

 

さ
や
か

〒
604-
　

8437 

京
・
西
ノ
京
東
中
合
町
18

TEL
＆
℻　
〇
七
五（
八
一
二
）五
二
五
〇

　
同
委
員
会
は
、
任
期
満
了
に

伴
う
改
選
を
行
い
、
役
員
・
大

阪
・
神
戸
等
の
委
嘱
委
員
が
決

定
し
、
本
年
よ
り
３
年
間
の
任

期
に
就
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　
そ
の
後
18
時
よ
り
黄
檗
山
萬

福
寺
に
対
し
、
京
都
華
僑
霊
園

の
二
〇
一
三
年
度
の
事
業
報
告

を
行
っ
た
。

　
本
山
よ
り
、
管
長
岡
田
亘
令

猊
下
を
は
じ
め
、
各
部
長
、
知

客
、
和
尚
等
11
名
に
出
席
頂
き

同
委
員
会
か
ら
は
、
13
名
役
員

が
参
加
し
た
。
報
告
会
で
は
、

昨
年
度
の
具
体
的
な
墓
地
の
使

用
状
況
や
園
内
工
事
内
容
な
ど

の
説
明
が
行
わ
れ
、
後
日
本
山

よ
り
、
報
告
書
の
原
案
通
り
承

認
を
受
け
た
。

㈱オールワン
住宅リフォーム・マンションリフォーム
（外構工事･塗装工事･外壁工事･太陽光工事等）
建築資材販売（サッシ･住設･エクステリア等）
住宅ローン借替リノベーション

賃料交渉人（商用家賃）

大阪市西淀川区柏里2－9－3
電話 ･ FAX　06－7172－0435

携帯  080－3129－4292 （高松）

事業報告を行う楊和雄委員長

　
懇
親
会
で
は
、本
山
役
員
方
々

と
委
員
会
は
、
今
後
の
友
好
的

な
関
係
を
末
永
く
保
ち
、共
に
華

僑
霊
園
の
管
理
運
営
と
本
山
発

展
に
協
力
し
て
い
く
事
を
確
認

し
、和
や
か
に
懇
親
を
重
ね
た
。

　
締
め
は
張
敬
博
副
委
員
長
が

本
日
の
出
席
者
に
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
、
お
開
き
と
し
た
。

　
京
都
華
僑
墓
地
委
員
会
の
新

役
員
は
次
の
通
り
。

顧
　
問

　
　
林
修
�

　
陳
正
雄

　
　
　
　
　
薛
書
欽

　
斐
文
和

委
員
長

　
　
楊
和
雄

副
委
員
長

　
于
學
偉

　
張
敬
博

　
　
　
　
　
任
書
楷

委
　
員
　
　
劉
義
康
　
楊
正
武

監
　
事
　
　
呉
昭
勇
　
干
修
忠

会
　
計
　
　
戦
松
茂
　
呉
周
珍

皮膚科･美容皮膚科
形成外科･美容外科

075‒606‒1888
http ://fushimi-derma.jp

　
京
都
華
僑
墓
地
委
員
会
よ

り
霊
園
管
理
費
の
支
払
い
対

象
者
の
皆
様
に
、ご
請
求
の
案

内
を
送
付
致
し
て
お
り
ま
す
。

　
霊
園
は
長
い
将
来
の
運
営

を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

管
理
費
は
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
現
在
、
わ
ず
か
な
方
が
管

理
費
未
払
い
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
必
ず
、
お
支
払
い
頂
く
こ

と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
多
額
に
な
ら
な
い
様
、

早
期
の
お
支
払
い
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

   ご  案  内   
外国籍の方向けに無料で性感染疾病検査
ができます。（通訳の方もいます）
なんば（大阪灘波）的HIV/性感染疾病検
査会場有翻訳（免費）
⃝問い合わせ
　申請/咨詢処 《CHARM》06―6354―5902

星期一至星期四　10：00－17：00
面向外国籍居民不定期召開健康咨詢会。
可査詢：http://www.charmjapan.com

社団法人中華会舘
休舘日のお知らせ

〈7月の休舘日〉

★7月 1日（月）
★7月15日（月）

～ Home Page 情報～
URL:http://www.zhonghua-huiguan.com
e-mail:air0083@zhonghua-huiguan.com

　　是非一度アクセスして見て下さい。
　　E-mail もお待ちしております。

～社員の皆様へ～
6階ロビーにてネット接続が無料で

出来ますので、是非ご利用下さい。

社団法人中華会舘
　  TEL 078－392－2711

関　 帝　 廟　TEL 078－341－2872
神阪中華義荘　TEL 078－691－4359

な
公
務
の
中
、
総
領
事
を
は
じ

め
、
趙
大
為
領
事
、
杜
春
副
領

事
、
鄒
健
領
事
ア
タ
ッ
シ
ェ
が

出
迎
え
、
歓
迎
を
受
け
た
。

　
ま
ず
劉
総
領
事
は
楊
会
長
と

副
会
長
ら
に
就
任
し
た
お
祝
い

の
言
葉
を
贈
り
、
続
い
て
楊
会

長
は
、
引
き
続
き
京
都
華
僑
総

会
に
対
し
、
ご
協
力
と
ご
指
導

を
お
願
い
し
、
ま
た
京
都
華
僑

総
会
の
現
状
と
、今
後
の
方
針
・

光
華
寮
の
管
理
問
題
な
ど
に
つ

い
て
懇
談
が
行
わ
れ
た
。

　
ま
た
僑
務
担
当
趙
領
事
が
、

６
月
20
日
を
も
っ
て
離
任
す
る

事
が
報
告
さ
れ
、挨
拶
を
し
た
。

趙
領
事
は
２
度
の
大
阪
領
事
館

の
公
務
を
務
め
、
こ
の
度
の
離

任
と
な
り
、
次
は
韓
国
釜
山
領

事
館
へ
と
赴
任
す
る
。

表敬訪問した役員と劉毅仁総領事

　
当
組
合
で
は
、
組
合
員
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
。
個
人
事
業

主
（
法
人
以
外
）
で
毎
月
の
収

支
決
算
・
確
定
申
告
・
税
金
に

関
す
る
事
も
顧
問
税
理
士
に
相

談
で
き
ま
す
。

　
ま
た
組
合
員
間
の
親
睦
会
や

税
金
に
関
す
る
情
報
提
供
・
勉

強
会
な
ど
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
本
会
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

劉
毅
仁
総
領
事
を
表
敬
訪
問

　
　
　
　

  

京
都
華
僑
総
会  

正
副
会
長

　

京
都
華
僑
墓
地
委
員
会

　
事
業
報
告
会
を
開
催

 
京
都
華
僑
納
税
貯
蓄
組
合

 
お 

知 

ら 

せ

 

京
都
華
僑
墓
地
委
員
会
よ
り

お
願
い


